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米国メジャーリーグにおける大谷
翔平選手の活躍が度々ニュースと
なっています。過去に大谷選手が時
速 107.6 マ イ ル（ 時 速 約 173 km）
という弾丸ライナーのホームランを
打った時は，現地で「エクスプレス
レーン（高速道路の追い越し車線）
を使ってスタンドまで運んだ」と報
じられたそうです（米国の高速道路
でもこの速度は制限超過だと思いま
すが）。

さて，本号の特集は「道路」です。
高度経済成長期に集中整備された道
路インフラは，幹線道路のみならず，
中小規模の道路も含めて老朽化の修
繕が必要となっています。それと同
時に，自然災害への備えも考えたメ
ンテナンスが求められています。

巻頭言では，東京都立大学の砂金
先生より「自動化に向かって」と題
してご寄稿頂きました。自動化に関
するテクニカルな内容に加えて，機
械に頼るべきことは何かについて，
組織を超えた技術者による議論が必
要であるとご提言を頂きました。

行政情報では，今年 1 月 1 日に発
生した能登半島地震による道路構造
物の被災状況から，新たに判明した
技術基準の課題と対応についてご執
筆頂きました。道路については片側
通行での復旧も多く，資材の運搬が

進まないとの報道もあります。1 日
も早い復旧と復興が望まれます。

また，別の行政情報では暮らしや
国をより良くしたいという普遍の
ニーズから生まれる多種多様な技術
の中から，有用な技術の普及を推進
する取り組みについて，ご紹介頂き
ました。

特集報文では，橋梁の床版取替・
点検・施工シミュレーション技術に
ついて，道路舗装機械の自動化や安
全システム，電動化についてご執筆
頂きました。また，施工現場の管理・
連携を効率化するソフトウェアにつ
いてご紹介頂きました。さらに EV
への無線給電道路，アスファルトプ
ラントでの水素燃料活用技術，さび
にくい凍結防止剤の導入についても
ご説明頂きました。

交流のひろばでは，明治大学の松
尾先生より，道の駅について地域活
性化のみならず，パンデミックや自
然災害発生時の地域センターとして
の発展も期待されるとご提言頂きま
した。

ずいそうでは，インドの文化や慣
習，SDGs とソーシャルインパクト
について興味深い話題をご寄稿頂き
ました。

最後に，お忙しい中，急なご依頼
にも関わらずご執筆頂きました皆
様，編集にご尽力頂きました皆様に
改めて感謝を申し上げます。

� （丑久保・大竹）

【年間定期購読ご希望の方】
①書店でのお申し込みが可能です。お近くの書店へお問い合わせください。
②�協会本部へのお申し込みは「年間定期購読申込書」に必要事項をご記入のうえ FAX をお

送りください。
詳しくは HP をご覧ください。
年間定期購読料（12冊）　10,032円（税・送料込）

12 月号「先端建設技術特集」予告
・分野横断的技術政策ワーキンググループ　中間とりまとめ　・日本全国の都市デジタルツイン実現プロジェ
クト「PLATEAU」　・林業イノベーションの推進　・BIM/CIM・ROS2を活用した油圧ショベルの自律施
工　・後付型建設機械操縦システム　・建設現場の省人化に向けた自動施工技術の適用実験　・BIMを
用いたドローンの屋内外自律飛行システム　・港湾工事の計測を効率化するドローン「Penta-Ocean 
Vanguard-Drone」の開発　・統合管理システムによる盛土工事自動化実証施工　・AI・IoTを活用した
造成工事におけるデジタル施工管理システムの構築　・画像認識 AIを用いた作業人工の計測　・山岳ト
ンネル仮設備遠隔管理システムの開発　・切羽鏡面の吹付けコンクリートのひび割れ検出により肌落ちの予
兆を知らせるシステムの開発　・国内道路トンネル初となる現場製造バルクエマルション爆薬による発破を
実現　・主筋周囲に拘束筋を施した RC 梁の補強効果に関する実験的研究　・コンクリートのひび割れ画
像解析の開発と実用化展開　・AIを活用した粒度判定システム「ASYST」


